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万
円
を
計
上
。
大
型
で
最
大
積

載
量
10
㌧
ト
ラ
ッ
ク
へ
の
積
み

替
え
が
容
易
な
31
㌳
コ
ン
テ
ナ

の
取
り
扱
い
を
拡
大
す
る
た

め
、
需
要
が
見
込
ま
れ
る
貨
物

駅
の
コ
ン
テ
ナ
ホ
ー
ム
の
拡
幅

な
ど
の
施
設
整
備
を
行
い
、
貨

物
鉄
道
の
輸
送
力
増
強
を
図
っ

て
い
く
。

更
に
、
新
幹
線
に
よ
る
貨
物

輸
送
拡
大
の
可
能
性
に
関
す
る

調
査
を
実
施
。
23
年
度
に
策
定

し
た
「
今
後
の
鉄
道
物
流
の
在

り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
の
中

間
取
り
ま
と
め
に
基
づ
く
取
り

組
み
の
実
施
や
、
24
年
度
の
輸

送
動
向
を
は
じ
め
と
す
る
各
種

デ
ー
タ
の
収
集
な
ど
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
行
う
。

雨
な
ど
に
よ
る
長
期
不
通
を
防

止
す
る
た
め
、
脆
弱

ぜ
い
じ
ゃ
く

箇
所
で
の

事
前
防
災
対
策
を
推
進
す
る
な

ど
輸
送
障
害
に
強
い
貨
物
鉄
道

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
。

ま
た
、
「
鉄
道
へ
の
モ
ー
ダ

ル
シ
フ
ト
の
強
力
な
推
進
」
と

し
て
25
年
度
予
算
案
で
国
費
２

億
９
０
０
万
円
、
24
年
度
補
正

予
算
と
合
わ
せ
て
17
億
９
０
０

よ
る
長
期
不
通
が
頻
繁
に
発
生

し
、
荷
主
離
れ
を
招
い
て
い

る
。長

期
不
通
の
発
生
時
で
も
迅

速
か
つ
安
定
的
に
代
行
輸
送
を

実
施
で
き
る
体
制
を
確
立
す
る

た
め
、
代
行
輸
送
の
拠
点
と
な

る
貨
物
駅
で
の
円
滑
な
積
み
替

え
を
可
能
と
す
る
施
設
整
備
を

計
画
的
に
推
進
。
加
え
て
、
豪

２
０
２
５
年
度
予
算
案
に

「
貨
物
駅
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

災
害
対
応
能
力
を
含
む
機
能
強

化
の
促
進
」
と
し
て
、
国
費
45

億
４
９
０
０
万
円
（
内
数
）
を

計
上
。
定
時
性
に
優
れ
た
大
量

輸
送
機
関
と
環
境
性
能
を
兼
ね

備
え
た
貨
物
鉄
道
は
、
物
流
に

果
た
す
大
き
な
役
割
が
期
待
さ

れ
て
い
る
半
面
、
自
然
災
害
に

す
る
施
設
は
不
足
し
て

い
る
賃
貸
型
の
研
修
施

設
や
、
人
材
確
保
の
点

で
有
効
と
さ
れ
る
社
員

寮
と
い
っ
た
時
代
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
だ
け
で

な
く
、
不
特
定
多
数
の
来
訪
者

を
呼
び
込
め
る
施
設
で
あ
り
、

運
河
沿
い
に
公
園
を
付
置
し
て

町
の
回
遊
性
を
高
め
る
こ
と
に

よ
り
、
天
王
洲
の
街
の
活
性
化

に
貢
献
す
る
」
と
話
し
て
い

る
。

（
澤
田
顕
嗣
）

付
き
の
研
修
所
兼
寮
は
賃
貸
先

の
会
社
（
大
和
ラ
イ
フ
ネ
ク
ス

ト
）
が
運
営
す
る
。

大
竹
社
長
は
「
投
資
額
は
過

去
最
高
額
に
並
ぶ
レ
ベ
ル
で
、

当
社
の
次
代
の
柱
と
な
る
一
大

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
る
。
建
設

宿
泊
施
設
（
２
３
０
室
）
付
き

の
研
修
所
兼
寮
（
１
０
０
室

弱
）
に
再
生
す
る
こ
と
を
決
め

た
。
研
修
の
ニ
ー
ズ
が
少
な
い

土
・
日
曜
日
は
一
般
客
向
け
の

ホ
テ
ル
と
し
て
使
わ
れ
る
。

25
年
の
８
月
な
い
し
は
９
月

か
ら
営
業
所
の
取
り
壊
し
を
開

始
。
28
年
春
に
建
物
を
竣
工
さ

せ
、
二
十
数
年
か
け
て
投
資
を

回
収
す
る
計
画
だ
。
宿
泊
施
設

投
じ
る
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
２
０
２
８
年
春
の
完
了
を

予
定
し
て
い
る
。

同
営
業
所
は
羽
田
空
港
と
Ｊ

Ｒ
浜
松
町
駅
を
結
ぶ
東
京
モ
ノ

レ
ー
ル
や
り
ん
か
い
線
の
天
王

洲
ア
イ
ル
駅
か
ら
至
近
距
離
に

位
置
。
用
途
を
物
流
事
業
に
限

定
せ
ず
に
白
紙
の
状
態
で
土
地

の
活
用
方
法
を
検
討
す
る
方
針

の
下
、
複
数
の
候
補
の
中
か
ら

三
信
倉
庫
（
大
竹
英
明
社

長
、
東
京
都
中
央
区
）
は
品
川

営
業
所
（
品
川
区
、
敷
地
面
積

３
８
０
０
平
方
㍍
）
の
再
開
発

に
着
手
す
る
。
建
物
の
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
に
加
え

て
、
都
心
の
一
等
地
で
あ
る
立

地
特
性
を
最
大
限
に
発
揮
す
る

た
め
、
宿
泊
施
設
付
き
の
研
修

所
兼
寮
を
建
設
す
る
こ
と
を
決

定
。
建
築
費
に
１
０
０
億
円
を

年
同
期
に
比
べ
３
％
増
え
た
。

10
㌔
以
上
の
渋
滞
は
２
２
１

回
と
33
％
増
。
30
㌔
以
上
の
渋

滞
も
10
回
と
２
・
５
倍
だ
っ

た
。
な
お
、
渋
滞
の
ピ
ー
ク
は

下
り
が
１
月
２
日
（
木
曜
日)



上
り
は
３
日(

金)

だ
っ
た
。
渋

滞
発
生
区
間
は
、
下
り
が
12
月

30
日
（
月
）
の
東
名
高
速
道
路

・
秦
野
中
井
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ(

Ｉ
Ｃ)

付
近
で
の
37･

４
㌔


上
り
は
２
日
の
東
北
自
動
車
道

･

岩
槻
Ｉ
Ｃ
付
近
の
46･

５
㌔
が

最
長
だ
っ
た
。
（
田
中
信
也
）

社
が
７
日
発
表
し
た
、
年
末
年

始
期
間
（
２
０
２
４
年
12
月
27

日
～
25
年
１
月
５
日
）
の
高
速

道
路
の
交
通
状
況
（
速
報
値
）

に
よ
る
と
、
期
間
中
の
平
均
交

通
量
は
３
万
６
６
０
０
台
と
前

東
日
本
中
日
本
西
日
本
、

本
州
四
国
連
絡
の
高
速
道
路
各

か
ら
値
下
が
り
と
な
っ
た
。
円

安
進
行
の
影
響
で
原
油
価
格
が

上
が
っ
て
お
り
、
補
助
金
の
値

上
げ
幅
が
追
い
付
い
て
い
な
い

た
め
、
来
週
は
小
幅
な
値
上
が

り
と
な
る
だ
ろ
う
」
と
し
て
い

る
。

（
三
田
澪
）

ガ
ソ
リ
ン
は
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー

が
横
ば
い
の
１
８
０
円
60
銭
、

ハ
イ
オ
ク
は
10
銭
安
の
１
９
１

円
30
銭
。
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経

済
研
究
所
で
は
「
年
末
年
始
の

影
響
や
、
補
助
金
削
減
に
よ
る

値
上
が
り
が
一
段
落
し
た
こ
と

の
１
６
０
円
20
銭
だ
っ
た
。
８

週
ぶ
り
に
下
が
っ
た
。
25
年
１

月
８
日
に
同
庁
が
発
表
し
た
、

政
府
に
よ
る
激
変
緩
和
措
置
の

抑
制
効
果
は
24
年
12
月
23
日
の

週
か
ら
２
円
50
銭
高
い
14
円
40

銭
だ
っ
た
。

の
給
油
所
店
頭
価
格
（
６
日
時

点
、
全
国
平
均
）
は
２
０
２
４

年
12
月
23
日
の
週
か
ら
10
銭
安

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
８
日

発
表
し
た
石
油
製
品
価
格
調
査

に
よ
る
と
、
軽
油
１
㍑
当
た
り

「
出
資
」
を
規
定
に
追
加
す

る
。

（
田
中
信
也
）

長
）
に
よ
る
資
金
の
出
資
が
盛

り
込
ま
れ
た
こ
と
に
合
わ
せ
、

化
）
事
業
の
実
施
に
関
す
る
基

本
的
な
方
針
を
改
正
す
る
。
８

日
、
基
本
的
な
方
針
の
一
部
改

正
の
告
示
案
を
明
ら
か
に
し

た
。
意
見
公
募
の
手
続
き
を
経

て
、
３
月
に
公
布
し
、
物
流
効

率
化
法
（
新
物
効
法
）
と
と
も

に
４
月
か
ら
施
行
す
る
。

２
０
２
４
年
11
月
に
取
り
ま

と
め
た
「
新
た
な
モ
ー
ダ
ル
シ

フ
ト
に
向
け
た
対
応
方
策
」
に

基
づ
き
、
物
流
効
率
化
事
業
の

メ
ニ
ュ
ー
に
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト

を
位
置
付
け
て
い
る
基
本
方
針

を
改
正
。
従
来
の
鉄
道
、
船
舶

に
加
え
、
航
空
機
、
ダ
ブ
ル
連

結
ト
ラ
ッ
ク
、
自
動
運
転
ト
ラ

ッ
ク
を
新
た
に
盛
り
込
む
。

ま
た
、
物
流
事
業
者
と
荷
主

間
の
連
携
に
よ
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
複
数
荷
主
の
混
載
を

「
複
数
荷
主
の
貨
物
の
混
載｣



帰
り
荷
の
確
保
を
「
複
荷
の
確

保
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
記
述
を
改

め
る
。

な
お
、
今
回
の
告
示
改
正
で

は
、
法
律
名
の
改
正
に
伴
い
告

示
の
題
名
も
変
更
す
る
ほ
か
、

待
機
時
間
、
手
待
ち
時
間
と
規

定
す
る
箇
所
を
「
荷
待
ち
時

間
」
、
積
み
下
ろ
し
時
間
は

「
荷
役
等
時
間
」
に
改
め
る
と

と
も
に
、
新
た
に
「
荷
役
」
を

追
加
す
る
。
更
に
、
新
物
効
法

に
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備

支
援
機
構
（
藤
田
耕
三
理
事

国
土
交
通
省
は
、
ダ
ブ
ル
連

結
ト
ラ
ッ
ク
（
全
長
21
㍍
超
の

連
結
フ
ル
ト
レ
ー
ラ
）
や
自
動

運
転
ト
ラ
ッ
ク
、
航
空
貨
物
輸

送
な
ど
多
様
な
輸
送
モ
ー
ド
も

活
用
し
た
「
新
モ
ー
ダ
ル
シ
フ

ト
」
の
推
進
に
向
け
、
流
通
業

務
総
合
効
率
化
（
物
流
効
率

い
な
い
。
た
だ
の
副
資
材
で
は

な
く
、
経
済
的
価
値
の
向
上
に

い
か
に
結
び
付
け
て
い
く
か
。

社
会
課
題
の
解
決
に
役
立
つ
包

装
業
界
に
し
た
い
」
と
乾
杯
の

音
頭
を
取
っ
た
。（

澤
田
顕
嗣
）

支
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
く
」
と
激
励
。

続
い
て
、
日
本
包
装
技
術
協

会
の
猪
野
薫
副
会
長
が
「
包
装

資
材
は
脇
役
だ
が
、
昨
今
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
見
る
と
、
大

き
な
付
加
価
値
を
生
む
の
は
疑

を
促
進
し
て
い
き
た
い
。
大
阪

で
開
か
れ
る
50
年
ぶ
り
の
国
際

博
覧
会
は
日
本
の
先
進
包
装
技

術
を
見
て
い
た
だ
く
絶
好
の
機

会
。
10
月
に
は
暮
ら
し
の
包
装

商
品
展
を
催
す
。
国
民
生
活
が

よ
り
豊
か
に
な
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
」
と
述
べ
た
。

経
済
産
業
省
の
西
川
康
文
・

素
材
産
業
課
課
長
補
佐
は
「
ｅ

コ
マ
ー
ス
（
電
子
商
取
引
）
市

場
の
進
展
が
予
想
さ
れ
る
。
こ

れ
を
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
と
捉
え
、
我
が
国
の
経
済
を

主
催
者
を
代
表
し
、
大
塚
会

長
が
「
包
装
産
業
の
知
名
度
向

上
と
就
労
機
会
の
向
上
が
テ
ー

マ
で
あ
り
、
業
界
の
魅
力
を
伝

え
て
包
装
産
業
の
更
な
る
成
長

界
の
魅
力
や
価
値
を
精
力
的
に

発
信
す
る
と
と
も
に
、
社
会
課

題
を
解
決
す
る
役
割
を
担
う
決

意
を
表
明
し
た
。

日
本
包
装
技
術
協
会
（
大
塚

一
男
会
長
）
や
日
本
Ｍ
Ｈ
協
会

（
木
村
吾
郎
会
長
）
な
ど
包
装

11
団
体
は
８
日
、
包
装
界
合
同

新
年
会
を
開
催
し
た
。
包
装
業

駅
の
施
設
整
備･

ホ
ー
ム
拡
幅

（
面
担

明
石
衛
）

物
流
を
専
門
に
し
て
い
る
か

ど
う
か
も
大
事
な
点
。
物
流
業

界
は
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
が
多

す
ぎ
る
の
で
難
し
い
。
業
界
を

知
ら
な
い
と
Ｍ
＆
Ａ
後
に
ト
ラ

ブ
ル
を
招
き
や
す
い
。
仲
介
会

社
が
介
在
す
る
価
値
は
大
き

い
。

ス
ピ
カ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
や
自
身
は
適
任
と
自
負
す

る
。私

が
主
担
当
し
た
Ｍ
＆
Ａ
仲

介
の
実
績
は
、
以
前
の
会
社
を

含
め
る
と
50
件
に
上
る
。
こ
の

仕
事
を
や
っ
て
い
る
の
は
、
め

ち
ゃ
く
ち
ゃ
面
白
い
経
営
者
に

出
会
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。
物

流
業
界
の
Ｍ
＆
Ａ
を
お
手
伝
い

し
た
時
、
良
い
意
味
で
様
変
わ

り
す
る
業
界
だ
と
思
っ
た
。
物

流
業
界
を
誇
れ
る
業
界
に
し
た

い
。買

い
手
の
見
方
が
厳
し
く
な

っ
て
い
る
の
で
、
会
社
を
売
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
早
く
情
報
を
集
め
た
ほ
う

が
良
い
。
当
社
は
企
業
価
値
を

向
上
さ
せ
る
バ
リ
ュ
ー
ア
ッ
プ

戦
略
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
。
あ

く
ま
で
も
私
見
だ
が
、
４
千
社

超
の
仲
介
会
社
の
う
ち
で
お
勧

め
で
き
る
の
は
５
社
ほ
ど
し
か

思
い
浮
か
ば
な
い
。

書
を
例
に
取
る
と
、
50
㌻
の
書

類
を
作
る
会
社
と
、
５
㌻
ぐ
ら

い
し
か
用
意
し
な
い
会
社
が
あ

る
。
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
良
い

の
か
、
ど
こ
が
安
心
で
き
る
か

分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ

る
と
思
う
。


そ
の
判
断
基
準
は
。

４
千
社
を
色
分
け
す
る
と
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
ブ
ロ
ー
カ
ー

の
２
種
類
。
良
い
仲
介
会
社
は

残
る
。
そ
の
線
引
き
は
国
に
期

待
し
た
い
。
物
流
業
界
や
物
流

会
社
を
知
ら
な
い
と
、
正
確
な

企
業
価
値
を
算
定
で
き
な
い
。

先
述
し
た
提
案
書
の
厚
さ
も
尺

度
の
一
つ
。
仲
介
会
社
の
担
当

者
が
Ｍ
＆
Ａ
を
手
掛
け
た
実
績

が
10
件
あ
る
か
否
か
も
、
信
頼

で
き
る
か
ど
う
か
を
見
極
め
る

判
断
材
料
と
な
る
。

の
目
が
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、

物
流
を
安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る

会
社
か
ど
う
か
を
注
視
す
る
。

譲
受
す
る
側
は
ト
ラ
ッ
ク
と
人

を
確
保
し
た
い
と
考
え
て
い
る

が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
譲
渡
企

業
の
中
身
に
目
を
光
ら
せ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。


今
年
の
Ｍ
＆
Ａ
市
場
を

ど
う
占
う
か
。

か
つ
て
の
調
剤
薬
局
業
界
が

参
考
に
な
る
。
Ｋ
Ｋ
Ｒ
が
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ー
ド
（
中
谷
康
夫
会
長

兼
社
長
、
中
央
区
）
に
出
資
し

た
よ
う
に
、
投
資
フ
ァ
ン
ド
が

入
る
こ
と
に
よ
っ
て
再
編
が
進

む
。
25
年
の
物
流
業
界
の
Ｍ
＆

Ａ
件
数
は
、
前
年
比
で
３
割
増

と
予
想
し
て
い
る
。


Ｍ
＆
Ａ
の
語
感
に
ア
レ

ル
ギ
ー
を
覚
え
る
向
き
は
依
然

と
し
て
少
な
く
な
い
。

Ｍ
＆
Ａ
へ
の
理
解
は
進
ん
で

い
る
も
の
の
、
抵
抗
感
を
持
つ

方
が
い
る
の
は
事
実
。
仲
介
業

界
に
対
す
る
不
信
感
も
背
景
に

は
あ
る
と
思
う
。
仲
介
会
社
の

数
は
４
千
を
超
え
る
が
、
対
応

が
雑
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。
提
案

社
を
譲
渡
す
る
動
き
が
広
が
っ

た
。
中
小
企
業
の
Ｍ
＆
Ａ
が
増

加
し
て
い
る
の
は
、
世
の
中
の

流
れ
に
対
応
し
、
早
く
行
動
し

な
い
と
い
け
な
い
、
と
い
う
認

識
に
基
づ
く
判
断
だ
と
思
う
。


経
営
の
選
択
肢
と
し
て

Ｍ
＆
Ａ
が
浸
透
し
て
き
た
。

Ｍ
＆
Ａ
の
件
数
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
に
加
え
て
、
譲
り
受

け
る
側
の
潮
目
が
変
わ
っ
て
き

た
こ
と
も
指
摘
し
た
い
。
荷
主


近
年
は
物
流
業
界
の
Ｍ

＆
Ａ
が
目
に
付
く
。

24
年
は
レ
コ
フ
（
中
村
悟
・

小
寺
智
也
代
表
取
締
役
、
千
代

田
区
）
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
10

月
ま
で
に
１
０
１
件
で
、
11
月

と
12
月
も
10
件
ず
つ
ほ
ど
と
仮

定
す
る
と
１
２
０
件
程
度
。
公

表
さ
れ
て
い
な
い
案
件
を
加
え

る
と
倍
（
計
２
４
０
件
）
ぐ
ら

い
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
レ

コ
フ
と
ト
ー
タ
ル
の
い
ず
れ
も

23
年
と
比
べ
３
割
増
の
件
数
だ

と
思
う
。
24
年
は
大
手
の
再
編

が
加
速
し
、
そ
れ
ら
が
報
じ
ら

れ
た
こ
と
で
Ｍ
＆
Ａ
へ
の
理
解

が
進
ん
だ
。


Ｍ
＆
Ａ
が
増
え
て
い
る

理
由
は
何
か
。

「
２
０
２
４
年
問
題
」
に
伴

う
行
政
処
分
を
懸
念
し
て
、
会

Ｍ
＆
Ａ
（
合
併
・
買
収
）
は
有
効
な
経
営
手
法
の
一
つ
と
し
て
、
物
流

業
界
に
お
い
て
も
着
実
に
認
知
が
進
ん
で
い
る
。
Ｍ
＆
Ａ
の
仲
介
を
手
掛

け
る
ス
ピ
カ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
（
中
原
駿
男
社
長
、
東
京
都
港
区
）
の

山
本
夢
人
取
締
役
（
37
）
は
「
２
０
２
５
年
に
お
け
る
物
流
業
界
の
Ｍ
＆

Ａ
件
数
は
、
前
年
の
実
績
比
で
３
割
増
に
な
る
と
予
想
し
て
い
る
。
Ｍ
＆

Ａ
を
検
討
す
る
物
流
会
社
は
仲
介
会
社
を
見
極
め
る
こ
と
も
大
切
」
と
話

す
。

（
澤
田
顕
嗣
）

物
流
Ｍ
＆
Ａ｢

３
割
増｣

予
測

仲介会社の見極め大切

て
対
応
」
な
ど
を
紹
介
。
「
レ

ッ
カ
ー
手
配
か
ら
、
ト
ラ
ブ
ル

時
に
全
て
を
安
心
し
て
任
せ
ら

れ
る
総
合
ト
ラ
ブ
ル
サ
ポ
ー
ト

に
成
長
し
た
」
と
、
ユ
ー
ザ
ー

拡
大
に
自
信
を
示
す
。

（
佐
々
木
健
）

用
運
送
事
業
の
許
可
を
取
得
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
順

守
）
も
万
全
だ
。

イ
ザ
レ
ン
タ
は
、
ド
ラ
イ
バ

ー
に
対
す
る
レ
ン
タ
カ
ー
配
送

サ
ー
ビ
ス
。
レ
ッ
カ
ー
・
サ
ー

ビ
ス
と
同
時
に
レ
ン
タ
カ
ー
を

手
配
で
き
る
。
レ
ッ
カ
ー
ス
タ

ッ
フ
が
レ
ン
タ
カ
ー
を
搬
送
す

る
の
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全

な
移
動
も
確
保
で
き
る
。

24
年
５
月
か
ら
は
、
イ
ザ
ト

ラ
に
よ
る
代
行
輸
送
の
運
賃

が
、
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険

の
運
送
保
険
の
対
象
と
な
っ

た
。
Ｊ
Ｈ
Ｒ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ

ー
ビ
ス
で
は
、
代
行
輸
送
事
例

と
し
て
「
輸
送
距
離
５
０
０
㌔

超
で
も
２
拠
点
経
由
の
中
継
輸

送
で
対
応
し
た
」
「
３
カ
所
下

ろ
し
だ
っ
た
荷
物
を
、
方
面
別

に
３
台
の
ト
ラ
ッ
ク
を
仕
立
て

け
た
い
」
と
い
う
運
送
事
業
者

の
強
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
21
年
に
イ
ザ
ト
ラ
を
開
発

し
た
。
イ
ザ
ト
ラ
で
は
、
全
国

に
拠
点
を
構
え
る
フ
ジ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
（
松
岡
弘
晃
社

長
、
奈
良
市
）
と
提
携
。
代
行

車
両
と
ド
ラ
イ
バ
ー
を
現
場
に

手
配
し
、
荷
物
の
積
み
替
え
か

ら
着
先
へ
の
配
送
、
納
品
ま
で

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
す

る
。ト

ラ
ッ
ク
も
ウ
ィ
ン
グ

車
か
ら
冷
蔵
・
冷
凍
車
な

ど
、
幅
広
い
車
種
を
用
意

で
き
る
。
Ｊ
Ｈ
Ｒ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
は
サ
ー

ビ
ス
開
始
に
当
た
り
、
利

イ
ザ
・
コ
ー
ル
は
24
時
間
３

６
５
日
体
制
で
、
緊
急
時
の
ト

ラ
ッ
ク
用
レ
ッ
カ
ー
を
手
配
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
03
年
に

開
始
し
た
。
全
国
各
地
の
レ
ッ

カ
ー
会
社
と
連
携
し
、
東
京
と

福
岡
に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
て
い
る
。

ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
中
で
、
「
荷
物
を
着
地
に
届

Ｊ
Ｈ
Ｒ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー

ビ
ス
（
西
方
麻
衣
社
長
、
東
京

都
港
区
）
は
大
型
車
両
に
特
化

し
た
レ
ッ
カ
ー
・
ロ
ー
ド
サ
ー

ビ
ス
を
展
開
し
、
運
送
事
業
者

と
と
も
に
ト
ラ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー

や
デ
ィ
ー
ラ
ー
、
各
地
の
交
通

共
済
協
同
組
合
に
向
け
た
会
員

制
サ
ー
ビ
ス
「
イ
ザ
・
コ
ー

ル
」
を
提
供
し
て
い
る
。
「
大

型
商
用
車
に
特
化
し
た
Ｊ
Ａ

Ｆ
」
と
な
る
べ
く
、
全
国
の
レ

ッ
カ
ー
会
社
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
、
全
国
一
律
対
応
が

可
能
な
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
２

０
０
３
年
に
設
立
。
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
向
け
、
ト
ラ
ッ
ク
代
行

車
両
の
緊
急
手
配
サ
ー
ビ
ス

「
イ
ザ
ト
ラ
」
と
、
レ
ン
タ
カ

ー
手
配
の
「
イ
ザ
レ
ン
タ
」
を

開
発
し
、
全
国
へ
の
普
及
拡
大

を
進
め
て
い
る
。

スピカコンサルティング取締役

山本 夢人氏

ＪＨＲネットワークＳ

全国でレッカーサービス
大型車特化 代行輸送も展開

三
信
倉
庫

宿
泊
施
設
付
き
研
修
所
に

国
土
交
通
省
は
、
「
２
０
２
４
年
問
題
」
を
踏
ま
え
た
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
の

促
進
や
、
50
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
温
暖
化
ガ
ス
排
出
量
実
質
ゼ

ロ
）
の
実
現
に
向
け
、
貨
物
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
図
る
。
災
害
に
弱

い
区
間
を
対
象
に
代
行
輸
送
の
拠
点
と
な
る
貨
物
駅
で
の
計
画
的
な
施
設
整
備

や
、
31
㌳
コ
ン
テ
ナ
の
取
り
扱
い
拡
大
に
向
け
た
コ
ン
テ
ナ
ホ
ー
ム
の
拡
幅
な

ど
の
事
業
を
推
進
す
る
。

（
田
中
信
也
）

長
期
不
通
防
止
へ
事
前
防
災

／／国交省／来年度予算案

｢新モーダルシフト｣推進
Ｗ連結･自動運転･航空活用

物流効率化事業 基本方針を改正

包
装
11
団
体
が
合
同
新
年
会

産
業
の
更
な
る
成
長
促
進

軽 油

８
週
ぶ
り
値
下
が
り

10
銭
安
の

円
20
銭

年
末
年
始
の
交
通
状
況

10
㌔
超
渋
滞
33
％
増

高
速
道
路
各
社

土
・
日
曜
日
は
一
般

客
向
け
の
ホ
テ
ル
と

し
て
使
用
（
完
成
予

想
図
）

全
国
の
レ
ッ
カ
ー
会
社

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築

日
本
包
装
技
術
協
会
の
大
塚

会
長

石油製品小売市況調査

北海道

青 森

岩 手

宮 城

秋 田

山 形

福 島

東 北

茨 城

栃 木

群 馬

埼 玉

千 葉

東 京

神奈川

新 潟

長 野

山 梨

静 岡

関 東

愛 知

岐 阜

三 重

富 山

石 川

中 部

福 井

滋 賀

京 都

奈 良

大 阪

兵 庫

和歌山

近 畿

鳥 取

島 根

岡 山

広 島

山 口

中 国

徳 島

香 川

愛 媛

高 知

四 国

福 岡

佐 賀

長 崎

熊 本

大 分

宮 崎

鹿児島

九 州

沖 縄

全 国

(注)消費税込み資源エネルギー庁調べ

軽油(円/㍑)

12月23日

160.9

158.1

153.0

160.7

161.5

169.3

161.4

160.3

155.0

157.3

160.2

153.6

155.9

162.7

156.6

161.9

171.7

157.1

160.4

159.5

156.2

159.2

161.1

164.6

159.4

159.7

161.8

159.0

158.0

157.2

160.0

155.9

154.5

158.0

168.7

166.7

156.1

160.1

162.9

162.2

151.9

161.9

162.3

166.9

161.2

158.6

160.7

166.5

154.9

162.8

164.0

169.1

162.4

160.5

160.3

1月 6日

161.2

158.2

152.3

159.3

161.5

169.8

161.4

159.9

154.7

157.7

160.1

153.9

156.6

163.6

156.7

161.4

171.7

157.7

160.1

159.7

154.4

159.2

160.7

163.7

160.1

159.0

161.0

159.3

159.8

155.9

159.2

155.7

155.0

157.9

168.5

166.6

156.9

160.5

160.8

162.0

152.2

161.5

162.7

166.8

160.7

158.7

160.7

167.0

155.4

162.5

164.0

170.1

162.6

163.6

160.2

レギュラー(円/㍑)

12月23日

178.2

176.8

173.9

180.4

178.0

186.6

181.4

179.4

176.6

179.4

181.1

177.1

177.7

181.8

179.3

178.7

190.8

179.0

181.6

180.4

175.3

180.6

180.1

182.2

181.1

179.3

181.7

180.0

180.5

178.9

182.2

177.1

177.4

179.8

185.4

184.7

177.1

178.9

181.6

181.0

175.9

182.4

183.0

188.9

183.1

179.3

180.2

185.7

178.6

184.9

184.7

186.2

182.8

180.6

180.6

1月 6日

178.4

177.0

173.2

179.0

178.0

187.1

181.4

179.0

176.7

179.5

181.1

177.1

178.2

182.9

179.7

178.5

190.7

179.8

181.3

180.6

174.1

180.6

179.5

181.4

181.9

178.8

181.0

180.2

182.2

177.5

181.6

176.5

177.5

179.6

185.0

184.5

177.8

179.4

179.5

180.8

176.1

182.3

183.3

189.0

182.7

179.3

180.6

186.2

178.9

184.9

184.9

187.3

183.2

183.9

180.6

第 3 種郵便物認可５ 2025年(令和7年) 1 月14日(火曜日)総　合　４
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